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ABSTRACT 本論文は, 新しいコンセンサスメカニズム PoAI（Proof of Artificial Intelligence）
を基盤とする次世代ブロックチェーンシステム Arkxion を提案する. PoAI は, 従来のブロックチェ
ーンが抱える限界を超え, AI とヒトの共存を通じて分散型ネットワークに革新的な価値をもたらす.
AI 技術によるリアルタイム提案生成と人間による倫理的レビューを組み合わせることで, 持続可能
かつ柔軟な意思決定プロセスを構築する.
PoAI は, 高度な AI 分析とデータ駆動型の洞察を活用してネットワークを最適化し, これによりシス
テム開発, 医療, 教育, 学術, ゲーム, 宇宙探査など多様な分野での応用が期待される. また, ゼロ知識
証明（ZKP）や量子耐性暗号を採用し, セキュリティを強化することで, 次世代ブロックチェーン技
術の基盤となる道を切り開く.
本システムのビジョンは, AI が主導する柔軟で倫理的なガバナンスモデルを実現し, 従来の中央集権
型モデルでは達成できなかった透明性,効率性, 社会的価値を新たな次元で提供することである.
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1. はじめに
次世代ブロックチェーンシステム Arkxion の初期構成
について理論的にまとめる. Arkxion は, 革新的なコン
センサスメカニズム PoAI（Proof of Artificial Intel-
ligence）を中心に設計されており, AI 技術とブロック
チェーン技術の深い統合により, 次世代の分散型ガバナ
ンスを実現することを目的としている.
Arkxion は, Bitcoin [1] や Ethereum [2] の分散型台帳
技術を基盤としつつ,Web 4.0（生成 AI の時代）の要
求に対応するため, 宇宙探査 [3], ゲーム分野 [4] など多
様な応用領域に向けた柔軟なアーキテクチャを採用し
ている. PoAI は, AI ベースの提案生成プロセス [5, 6],
倫理的レビュー, および分散型検証を統合する革新的な
メカニズムであり,ゼロ知識証明（ZKP）[7] や量子耐性
暗号技術 [8] を活用することで, 透明性とセキュリティ
の向上を図っている.
さらに, PoAI は AI を活用した提案生成を通じて, ブロ
ックチェーン技術の新たな応用可能性を切り開くもの
である. これらを支えるPoAI は、AI による提案生成と
ブロックチェーン技術を統合した革新的なメカニズム

であり、ゲーム、宇宙探査、社会インフラといった多様
な分野において柔軟に適応する可能性を持つ.
例えば,ゲームにおいては,動的なNPCの挙動やリアル
タイム支援, 感情認識を活用することでプレイヤー体験
を向上させるとともに, AI によるクエストやワールド
マップの自動生成を通じて, 常に新鮮で予測不能な冒険
を提供することが可能となる.

図 1: Arkxion の高レベルビジョンと応用可能性
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[PoAI] AI 駆動型合意形成:
AI による動的な提案生成を核とした PoAI（Proof of
Artificial Intelligence）は,次世代のコンセンサスメカ
ニズムとして, ブロックチェーンと AI を高度に融合さ
せる仕組みを提供する. このメカニズムでは, AI がリア
ルタイムでネットワークを分析し, 最適化された提案を
生成する一方, 人間による倫理的レビューと分散型検証
を組み合わせることで, 偏りのない透明性の高い意思決
定を実現する.
また, 提案生成や検証プロセスをブロックチェーン上に
記録することで, 改ざん不可能なデータ管理と強固なセ
キュリティを保証する. この仕組みにより, 仮想空間や
ゲーム内でのリアルタイムな意思決定, 経済活動の最適
化, 人間と AI の協働による新たな価値創造が可能とな
る. さらに, AI は提案生成を通じて動的にネットワーク
の状態を最適化し, 常に変化し続ける環境に対応する柔
軟性と持続可能性を備えている.

[DEVELOPER] 開発者向けプラットフォーム:
開発者が柔軟かつ迅速にシステムを構築できる次世代
のプラットフォームを提供する. コンテナ技術とオーケ
ストレーション機能を統合し, AI とブロックチェーン
技術を活用した分散型アプリケーションを, Windows,
macOS, Linux など多様な環境で容易にデプロイ可能
とする.
さらに、AI を活用し, エラーの予測や分析に加え, 対応
策の提案や自律的な回復機能を提供することで, 信頼性
と効率性を向上させる. ゲームエンジンや宇宙探索エン
ジンなどとも統合可能なモジュール型アーキテクチャ
により, 開発者がより革新的なエコシステムを構築でき
る環境を実現する.

[LIFE] 分散型社会インフラストラクチャ:
医療, 教育, 住宅, 仕事, 食料供給, エネルギー管理, 環境
保全, 交通インフラなど, 生活全般を支える社会的課題
の解決に向けた分散型フレームワークを提案する. ブロ
ックチェーン技術により, 保険契約や年金積立を透明か
つ改ざん不可能な形で管理し, AI を活用して個々のリ
スクやニーズを解析, 動的に最適なプランや予防策を提
供する.
さらに, AI とブロックチェーンを組み合わせることで,
食品の流通管理, エネルギーの効率的な供給, 環境デー
タのモニタリング, スマート交通システムの実現など,
社会基盤全体の高度化と自動化を推進する. 個人が自立
した持続可能な生活を送れる基盤を提供するとともに,
地域や国を超えた公平で効率的な社会インフラを構築
する.

[GAME] ゲームコアシステム:
AI を活用して動的な NPC の挙動, 感情認識, プレイヤ
ーに適応したクエストの自動生成を実現し, 次世代のゲ
ームにおいて没入感と予測不能な冒険が可能な分散型
のゲームコアシステムを提案する. また, ブロックチェ
ーン技術によりゲーム内資産やアイテムを分散管理し,
プレイヤー間の取引を透明かつ安全に保ちながら, デー

タの改ざん不可能な永続性を確保する.
さらに, AI とブロックチェーンとの相性が良い新しい
ゲームエンジンの開発可能性についても検討しており,
柔軟かつ高度な開発環境の実現を目指す. この仕組み
は, 仮想現実を含む多様なゲーム環境において, 経済的
価値とリアルタイムに進化するゲーム体験を融合させ
る可能性を提供する.

[UNIVERSE] 宇宙探査システム:
AI と PoAI を活用し, 宇宙探査や資源管理の効率化を実
現する分散型システムを提案する. ブロックチェーン技
術により, 宇宙資源や探査データを透明かつ信頼性の高
い形で管理し, 探査ルートの最適化や資源利用の効率化
を支援する.
また, ゲームエンジンを応用した宇宙シミュレーション
システムを構築し, コロニー開発や資源採掘, 探査計画
のシナリオ設計などに活用する. このシステムは, 複雑
な宇宙ミッションを動的にシミュレーションし, 持続可
能な宇宙開発や新たな生活圏の構築を可能にする.

[AGI] 汎用人工知能（AGI）の進化支援:
次世代の汎用人工知能（AGI）は,人間のような高度な思
考や感情を学習し, 自律的に行動する能力を持つ. AI が
個々の知識体系を統合し, 仮想空間や現実社会での複雑
な課題に対応できるよう進化させることが重要である.
さらに, ブロックチェーン技術を活用することで, AGI
の記憶や学習プロセスを分散管理し, 公正で透明性のあ
るデータ運用を実現する. この仕組みは, 人間との協働
を通じた新しい価値創造や, 仮想空間内でのリアルタイ
ムな意思決定を可能にし, 持続可能な AI エコシステム
を構築する.

[QUANTUM] 量子コンピューティング対応技術:
PoAI を基盤とし,量子耐性暗号とAIを活用した次世代
の分散型技術を提案する. 量子コンピューティングの膨
大な計算能力を利用し, 高精度なシミュレーションや動
的な意思決定を可能にするとともに, ブロックチェーン
技術による透明性と改ざん不可能なデータ管理を実現
する.
さらに, 大規模な分散型ネットワーク内で AI がリアル
タイムでデータを解析し, 最適なソリューションを自動
的に生成するシステムを構築する. この技術は, 仮想空
間や実世界における高度なシステム管理, 予測可能性の
向上, ミッションの効率化に寄与し, 持続可能な未来の
基盤を提供する.
Arkxion は, 現在テストネットワーク構築の前段階にあ
り, 本論文ではその設計理念と PoAI（Proof of Artifi-
cial Intelligence）メカニズムの初期構成について理論
的に検討する. 将来的には, 開発者コミュニティとの連
携を通じてシステムの進化を加速させ, 多様な応用分野
で新たな価値を創出することが期待される.
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2. POAI: AI 駆動型合意形成
Arkxion システムの中核を担う新たなコンセンサス
メカニズムとして, PoAI（Proof of Artificial Intelli-
gence）を紹介する. PoAI は, 高度な人工知能技術と分
散型ガバナンスの原則を組み合わせることで, 従来のブ
ロックチェーン技術が直面してきたスケーラビリティ,
セキュリティ, 効率性といった課題に対応する革新的な
アプローチを提供する.
現在, PoAI は開発段階にあり,高度な人工知能によるリ
アルタイムな状況分析と人間のコミュニティによる倫
理的監査を融合する仕組みを目指している. このプロセ
スにより, 技術的効率性と社会的価値の両立を可能にす
る設計が進められている.

2.1. POAI の概要と特徴
PoAIは,従来のPoW（Proof ofWork）[1]や PoS（Proof
of Stake）[2] の知見を基盤に, AI 技術を活用して柔軟
性と効率性を向上させた進化形である.
その中心的な特徴は以下のとおりである.

図 2: PoAI の提案生成から合意形成までの流れ

リアルタイムなネットワーク最適化:
AI がネットワーク状態をリアルタイムで分析し [9], ブ
ロックサイズやトランザクション処理速度, リソース配
分を自動調整する. これにより, 高負荷環境下でもスケ
ーラビリティを維持し, 効率的な運用が可能となる.

倫理的で透明な意思決定:
提案生成を AI が担当し, 人間のコミュニティがレビュ
ーを通じて倫理的および社会的価値を評価する [10, 11].
この協働プロセスは, AI が生成する提案の公平性や透
明性を確保するため, 説明可能AI（XAI）の技術を採用
し, その根拠を明示することで公正な意思決定を保証す
る. これにより, 社会インフラやゲーム, 宇宙探査とい
った多様な分野で信頼性と透明性が向上する.

持続可能なリソース管理:
AI が計算リソースや通信帯域幅, ストレージを最適化
することで, 無駄を削減し, エネルギー効率を大幅に向
上させる [12]. 特に PoW と比較して, 環境負荷を大幅

に低減する持続可能な設計が進行中である.

分散型検証による信頼性向上:
AI が生成した提案は, ネットワーク参加者による分散
型検証を通じて透明性と信頼性を保証する. この仕組
みにより, 改ざん不可能な合意形成プロセスが確立さ
れる.

多分野への柔軟な適応:
PoAI は, ゲーム, 宇宙探査, 社会インフラなど幅広い分
野で活用可能であり, 各分野の課題に柔軟に対応する.
例えば, ゲーム分野では動的 NPC の挙動やクエスト生
成 [4], 宇宙探査ではミッション計画や資源管理を効率
化する応用が期待される.

2.2. POAI の利点と新たな可能性
PoAI は従来のコンセンサスアルゴリズムが抱える課題
に対応し, 多様な分野で新たな可能性を切り開く設計が
進行中である. 以下に PoAI の利点とその応用可能性を
示す.

動的なネットワーク最適化:
AI がトランザクションのスループットやリソース配分
をリアルタイムで最適化し, 高負荷環境でも効率的な運
用を実現する.

透明で倫理的なガバナンス:
AI が提案を生成し, 人間のコミュニティがレビューす
るプロセスにより, 公正で透明性の高い意思決定を実現
する [13]. この仕組みは, 社会的価値に基づいた持続可
能なエコシステムの形成を促進する.

持続可能なリソース利用:
AI によるリソース最適化により, エネルギー消費を削
減し, 環境負荷を低減する持続可能な設計を実現する
[14].

多分野での応用可能性:
PoAI はゲーム, ヘルスケア, 宇宙探査などの分野で新た
なユースケースを創出し, 分散型エコシステムの発展を
支える. 各分野の特有の課題を柔軟に解決できる汎用性
を備えている.

2.3. 従来手法との違いと比較
従来のブロックチェーン技術では, 主に以下のようなコ
ンセンサスアルゴリズムが利用されてきた.

PoW（Proof of Work）:
ビットコイン [1] に採用された方式で, 計算資源を用い
てブロック生成権を競争する仕組み. 高いセキュリティ
を提供する一方,膨大なエネルギー消費や環境負荷が大
きな課題とされている.

PoS（Proof of Stake）:
トークンの保有量に基づいてブロック生成権を決定す
る方式 [2]. PoWに比べて計算資源の消費は削減される
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が,トークン保有量に依存した中央集権化のリスクが指
摘されている.
DPoS（Delegated Proof of Stake）:
トークン保有者が代表者を選出し, その代表者がブロッ
ク生成を行う方式. 高速処理が可能である一方,代表者
に権限が集中するという懸念がある.
PBFT（Practical Byzantine Fault Tolerance）:
ビザンチン障害に対応する合意形成手法 [15]. 高いセ
キュリティを実現するが, ノード間での通信量が多く,
大規模ネットワークではスケーラビリティに課題を抱
える.
これらの手法は, ブロック生成や合意形成の方式を明確
に定義する一方で, 以下のような制約が存在する.
エネルギー効率の低さ:
特に PoW では, 大規模な計算資源が必要で, 環境負荷
が問題となる.
資産格差の反映:
PoS や DPoS では, トークン保有量に比例して影響力が
集中しやすく, 合意形成の公平性が損なわれる可能性が
ある.
スケーラビリティの限界:
PBFT や DPoS を含む多くの方式では, ネットワーク規
模の拡大に伴い通信負荷が増大し, パフォーマンスが低
下する.
これらの課題を解決するため, 近年は AI 技術を応用し
た新しいコンセンサスアルゴリズムの研究が進んでい
る. 例えば, 機械学習を活用した AI 駆動型 BFT [9] は,
従来のBFT（Practical Byzantine Fault Tolerance）ア
ルゴリズムにおいてノード間の通信効率とトランザク
ションのスループットを向上させる手法を提案してい
る. このアプローチでは, AI がノードのステート（状態）
をリアルタイムで予測・最適化し, 障害時の復旧プロセ
スを動的に調整する. これにより, ネットワーク全体の
耐障害性が向上し, PoAI コンセンサスメカニズムにお
いても, 高負荷環境下でのスケーラビリティと効率性が
保証される.
これらを踏まえ, PoAI（Proof of Artificial Intelli-
gence）は, 従来のアルゴリズムの長所を引き継ぎつ
つ, AI を活用した動的かつ倫理的な意思決定プロセス
を統合することで新たな価値を提供する.

2.4. POAI の差別化ポイント
PoAI の主な特徴を以下に示す.
AI 駆動型の動的最適化:
PoAI は, ネットワーク状態をAIがリアルタイムで分析
し, ブロックサイズやトランザクションスループットを
自律的に最適化する. これにより, スケーラビリティと
分散化を動的に調整し, 効率的な運用を実現する.
倫理的かつ透明な合意形成:

提案生成は AI が担当し, 人間のコミュニティによる倫
理的レビューで評価される. これにより, 資本や計算力
だけに依存しない公正な意思決定が実現する.
持続可能なリソース運用:
AI が計算リソースや帯域幅を最適化し, エネルギー消
費を削減することで, 環境負荷を低減する. PoWと比較
して, 効率的かつ持続可能な運用が可能となる.
多分野での柔軟な適応:
PoAI は, ゲーム, 宇宙探査, 社会インフラといった多様
な分野に応用可能であり, 各分野の特有の課題を柔軟に
解決する. 例えば, 宇宙探査ではミッション計画の最適
化, ゲームでは NPC の動的挙動やクエスト生成を支援
する.

2.5. 将来の展望と開発状況
PoAI は現在, 設計・実装の初期段階にあり, 主に以下の
課題に取り組む予定である.
強化学習による意思決定の高度化:
AI エージェントが強化学習 [6] を活用し, ネットワーク
の観測結果をもとに提案を動的に生成する仕組みを構
築する. リアルタイムの学習・適応能力を強化し, ネッ
トワーク拡大に伴う課題に柔軟に対応する.
透明性の高い倫理評価の導入:
AI が生成する提案の透明性を確保するため, 説明可能
AI（XAI）の技術 [16] を採用し, 提案内容の根拠を明示
する. これにより, 人間のコミュニティが提案の公平性
を正確に評価できる仕組みを強化する.
相互運用性の向上:
PoAI を既存のブロックチェーンと連携させるため, ク
ロスチェーン通信プロトコルや統合 API を開発し, 異
なるアルゴリズムやトークン間の連携を容易にする.
PoAI は最終的にオープンソースとして公開される予定
であり, 開発者や研究者が自由に参加できるエコシステ
ムの形成を目指している. これにより, 実社会の多様な
ニーズに応えながら, 分散型ガバナンスの新たな可能性
を広げることが期待されている.

3. システムアーキテクチャ
Arkxionは, 機能ごとに明確に責任を分離した 4つの層
で構成されるモジュール型アーキテクチャを採用して
いる. この分割によって, システムのスケーラビリティ
と保守性が向上し, 将来的な拡張や要件変更にも柔軟に
対応可能となる [17].

3.1. 高レベルのアーキテクチャ
Arkxion のシステムアーキテクチャは,分散型システム
の設計におけるベストプラクティスを取り入れており,
各機能が独立して動作するモジュール化された構造を
採用している. この設計は, システム全体の信頼性と柔
軟性を高めるだけでなく, 開発者やユーザーが利用しや
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すいプラットフォームを提供することを目的としてい
る [15].
特に, 以下の観点から Arkxion のアーキテクチャの独
自性が際立っている.
分散型システムの信頼性向上:
各層が独立して動作するため, 個々のコンポーネントに
障害が発生しても, システム全体の運用に致命的な影響
を与えることはない.
スケーラブルな設計:
新しい機能やサービスを既存の構造に追加することが
容易であり, システムの進化に対応することができる.
AI とブロックチェーンのシームレスな統合:
各層がAI 技術とブロックチェーン技術を緊密に結びつ
けることにより, 革新的な分散型アプリケーションの開
発が可能になる [9, 18].
Arkxion のアーキテクチャは 4 つの主要な層で構成さ
れ, それぞれの層が明確な責務を持つことで, システム
の効率性と保守性が保証されている.

図 3: Arkxion システムアーキテクチャの概要

ユーザーインターフェース層:
Arkxion とユーザーが直接対話するための入口を提供
する層である [2]. コマンドライン操作を可能にする
CLI ツール, ブロックチェーンや AI 関連データを可視
化する Explorer, サービスやデジタル資産を取引する
分散型マーケットプレイスである Marketplace, トー
クンや AI 機能を安全かつシームレスに管理するWal-
let, そして AI を活用した自動取引戦略や市場予測を行
うDEX（Decentralized Exchange）などが本層に含ま
れる [18].
ネットワーク層:
システム全体の分散型通信と相互運用性を担う層であ
る．ノード間の安全な通信やトランザクション検証を
行う Network が基盤となり, 異なるブロックチェーン
間で情報を交換する Interchain プロトコルによりクロ
スチェーンの相互作用が実現される（[2]）．
コア層:

Arkxion の中心的な機能を担う層であり, ブロックチ
ェーンガバナンスや PoAI（Proof of Artificial Intelli-
gence）コンセンサスメカニズムを実装する. ブロック
生成やトランザクション管理, ガバナンス機能などを集
約する Core が分散型フレームワークの根幹を形成し,
AI と人間が協働する ai モジュールがリアルタイムな状
況分析と倫理監査の結果をコンセンサス形成に反映す
る（[1]）．

データ層:
Arkxion 上で扱われる各種データの保存・管理を担う
層である. トークンの発行や焼却などの経済モデルを扱
う Currency が, AI のインサイトに応じて供給量や手
数料を動的に調整し, ブロックチェーンおよび AI 関連
データを効率的に保存・参照する分散型データベース
であるDB（Database）が備わっている.

3.2. 開発状況と今後の方向性
Arkxionは現在開発段階にありながらも,前述の 4層構
造を採用することで以下のようなメリットを実現して
いる.

柔軟な拡張性:
システムがモジュール設計に基づいているため, 新しい
ユースケースや機能要求に対応しやすい構造となって
いる.

保守性とスケーラビリティ:
各コンポーネントが独立して動作するため, システムの
規模が大きくなったり, 新たな機能が追加されたりして
も, 容易に対応できる.

オープンソースコミュニティとの連携:
開発者や研究者が簡単に貢献できるようなディレクト
リ構造を採用しており, コミュニティ参加を促進して
いる.
今後は, PoAI コンセンサスの最適化や他ブロックチェ
ーンとの相互運用プロトコル強化, 開発者向け API の
拡充などが重点的に進められる予定である [19, 20]. こ
れにより, より高度な AI 活用や多彩な分野への適用が
期待され, Arkxionが次世代の分散型システムの基盤と
して進化を遂げていくと考えられる.

4. 技術的詳細と実装
本セクションでは, PoAI (Proof of Artificial Intelli-
gence) アルゴリズムの技術的側面と, Arkxion 内で
の実装方法に焦点を当てる. 前章までに示したように,
Arkxion はモジュール型アーキテクチャを採用してお
り, PoAI はそのコア層に統合されている [9]. 本節では,
PoAI コンセンサスメカニズムの概要から具体的なコー
ド例までを順を追って解説する.
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4.1. POAI アルゴリズムの概要
PoAI は, 人工知能と分散型ガバナンスを組み合わせた
新しいコンセンサスメカニズムである. 従来の PoW [1]
や PoS [2] を参考にしつつ, 以下のポイントを強化して
いる.
AI による提案生成:
ネットワークから収集した情報 (トランザクション量,
遅延,リソース使用率など)を AIモデルがリアルタイム
に分析し, 最適化パラメータやガバナンス提案を自律的
に生成する.
共同検証プロセス:
生成された提案は, 人間のコミュニティと AI の両方で
レビュー・検証され, 倫理的かつ公正な観点から承認ま
たは却下される. バイアスや不公平性などの問題を考慮
するため, AI の判断には適切な公平性の基準が必要と
なる [20].
モジュール型実装:
アーキテクチャのコア層にPoAIモジュールを配置する
ことで, 他の層やモジュールと独立かつ柔軟に開発・保
守が可能になっている.

4.2. POAI と ARKXIONの連携
Arkxion はコア層, ネットワーク層, データ層, ユーザ
ーインターフェース層という 4 層構造を持つモジュー
ル型アーキテクチャを採用している. PoAI コンセンサ
スはこのうちコア層に実装され, 以下のように各層と連
携する.
ユーザーインターフェース層:
ウォレットやブロックエクスプローラーを介して, ユー
ザーはPoAIが生成した提案の状況や評価結果を確認で
きる. 例として, 新しいネットワークパラメータ提案が
出されている場合, その内容や投票状況をブロックエク
スプローラーで閲覧可能.
ネットワーク層:
コミュニティノードとの通信や相互運用プロトコル [2]
を通じて, PoAI の提案や評価を安全かつ効率的にやり
取りする.
データ層:
提案や投票情報を含むブロックチェーン状態とAI 関連
データを保持し, 必要に応じて高速に読み書きを行う.
このように PoAI は, システム内の各コンポーネントと
独立しつつ相互に作用する形で機能し, 柔軟性と拡張性
を両立している.

4.3. 将来の方向性
Arkxion は継続的に開発中であり,以下のような拡張や
改善が計画されている.
高度なAI モデルの導入:
強化学習や深層学習 [19] を応用し,ネットワーク状況に

対する最適なパラメータ提案や高度な異常検知を実現
する.
倫理的評価プロセスの強化:
バイアス軽減や多様な社会的価値観の反映を目指し, コ
ミュニティノードとAI 双方のレビュー基準を拡張する
[20].
インターチェーン・プロトコルの採用:
Bitcoin, Ethereum, Polygon, Solana などとのシーム
レスな統合を実現し, クロスチェーンでの相互運用性を
大幅に向上させる [18].
AI とヒトの共存:
倫理的, 適応的, 協調的な意思決定プロセスを確立し,
PoAI が提案する自律的な最適化と, ヒトの持つ社会的・
倫理的判断を調和させる.
これらの取り組みにより, PoAI はリアルタイムなネッ
トワーク最適化と倫理的ガバナンスを両立するコンセ
ンサス機構として進化を続け, Arkxionが多様なユース
ケースに適応可能な分散型基盤として成長していくこ
とが期待される.

5. 評価と実証実験
Arkxion と PoAI は, いずれも開発中のプロジェクトで
あり, 本格的な実運用に先立って多面的な評価と実証実
験が計画されている. 本セクションでは, 現時点で想定
される評価戦略とテスト環境の概要を示す.

5.1. パフォーマンス評価
パフォーマンス評価では, PoAI のアルゴリズムおよび
ネットワーク全体の動作効率を多角的に分析すること
を目的とする. 具体的な評価内容は以下の通りである.
レイテンシとスループットの測定:
PoAI によるブロック生成のレイテンシやトランザクシ
ョンスループットを多様な負荷条件下で測定し, 従来の
PoW [1] や PoS [2] との比較を行う.
提案生成プロセスの効率評価:
AI モデルが提案生成に要する時間と, ネットワーク全
体の合意速度への影響を分析する [9]. 高負荷時のパ
フォーマンス劣化やリソース消費の動向も観察対象と
なる．
スケーラビリティの確認:
ネットワークノード数の増加に伴うシステムのスケー
ラビリティを評価し，大規模ネットワーク下での動作
を検証する．特に，負荷が高い環境における最適化プロ
セスの有効性を測定する.

5.2. ガバナンス評価
ガバナンス評価では, PoAI の特長である「AI と人間の
協調による意思決定プロセス」の効果を検証する. 特に，
透明性，公平性，社会的価値の維持について以下の評価

6



Arkxion: PoAI によるブロックチェーンシステム (Proof of Artificial Intelligence)

を行う．

倫理的レビューの機能性:
提案に対するコミュニティによる倫理的評価がAI の判
断とどの程度一致するかを観察する [20]. 特定の提案に
おいて意見が相反した場合の調整プロセスや，バイア
ス軽減策 [20] の有効性を検証する．

透明性の評価:
PoAI が生成する提案とその評価プロセスが, ネットワ
ーク参加者にとって十分に透明であるかを確認する. ま
た，提案履歴や評価基準のログデータを解析し，信頼性
の維持に必要な要件を洗い出す．

分散型ガバナンスの効率性:
分散型コミュニティによる意思決定が迅速かつ公正に
行われるかを測定する．ネットワーク規模が拡大した
場合における提案の承認プロセスの遅延や，コミュニ
ティ内の合意形成速度を評価する．

5.3. テストネットワークとメインネットワーク

テストネットワークの構築:
開発初期段階ではテストネットを立ち上げ, コア開発者
やコミュニティが PoAI のアルゴリズム精度, ガバナン
スフロー, 相互運用プロトコルなどを試験できる環境
を用意する. AI 提案やコミュニティノードのレビュー
が正しく動作するかを検証し, 不具合や改善点を洗い
出す.

メインネットワークへの移行:
テストネットでの検証結果を反映し, セキュリティと安
定性を確保したうえでメインネットへ移行する. 初期段
階では段階的な導入を想定し, コミュニティ投票や監査
プロセスを経てネットワークを正式運用へと移す.

6. 結論
本論文では, PoAI (Proof of Artificial Intelligence)
を中心とした新しいブロックチェーンプラットフォー
ム Arkxion を紹介し, そのモジュール型アーキテク
チャ, 技術的詳細, および実装方針について概説した.
PoAI は従来の PoW [1] や PoS [2] の課題を踏まえつつ,
AI [19] と人間の協働によりリアルタイムかつ倫理的な
コンセンサス形成を可能にする革新的アプローチを提
案する.
評価と実証実験では, PoAI のパフォーマンス測定やセ
キュリティ検証 (ZKP [7], 量子耐性暗号 [8]), 倫理的レ
ビュー [5] の有効性評価, インターチェーン・プロトコ
ル [21, 22] との相互運用テストなどが計画されている.
これらを通じて, PoAI アルゴリズムの精度と安定性を
高めると同時に, 実運用に向けた具体的な改善点を洗い
出す.
さらに, テストネットからメインネットへの段階的移行
によって, 安全で拡張性に優れたブロックチェーン基盤
を築いていく見込みである.

本プロジェクトは依然として開発中であり, PoAI モデ
ルの高度化や倫理的評価フレームワークの強化, インタ
ーチェーン連携の拡充, 開発者コミュニティの拡大, 社
会的実験と規制対応 [23, 24] など, 多岐にわたる課題と
機会が残されている.
しかし, これらの課題に取り組むことで, 分散型 AI ガ
バナンスを活用した新時代のブロックチェーンプラッ
トフォームを実現し, ゲームや宇宙探査, 社会インフラ
といった多様な領域での応用が期待される.
最終的に, Arkxion は AI と人間が協調する分散型の未
来を見据えた基盤として, 次世代のブロックチェーン技
術と持続可能なガバナンスモデルを融合していく. これ
により, 技術面だけでなく社会面のニーズにも応え, 真
に革新的なデジタルエコシステムへと進化する可能性
を秘めている.
以上の議論から, PoAI と Arkxion が提起する概念は,
デジタル社会基盤を再定義する上で大きな意義を持つ
と結論づけることができる.
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